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建築環境・設備計画研究室

都市や建築が抱える環境問題は、エネルギーの消費に起因し発生しているもの
が数多くあります。
建築環境・設備計画研究室では持続可能な建築・都市の実現を目指し、「建
築環境・都市環境・建築設備」と「エネルギー」の関係を幅広く研究しています。

■担当教員
大橋巧（准教授）

<略歴>
・2000.3 早稲田大学理工学部建築学科卒業
・2002.3 早稲田大学大学院理工学研究科建設工学修士課程修了
・2002.4～2018.3 株式会社日建設計
・2011.7～2014.7 大阪大学 環境・エネルギー管理部 特任講師
・2014.7～2018.3 株式会社日建設計総合研究所 主任研究員
・2018.4～ 摂南大学理工学部住環境デザイン学科 准教授

現在に至る

博士（工学） 大阪大学
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他の諸雑費
身の回り品
理美容サービス
入場・観覧・ゲーム代
放送受信料
教養娯楽
教育
通信料
自動車等購入及び維持費
他の交通
有料道路料
航空運賃
タクシー代
バス代
鉄道運賃
乗用車
保健医療
被服及び履物
家具・家事用品
上下水道料
他の光熱のその他
灯油
ガス代
電気代
住居
外食
飲料
調理食品（中食）
内食
人口

愛知県の市町村別一人当たり直接・間接CO2排出量

■低炭素型ライフスタイルを実現する都市構造に関する研究

■地域冷暖房における室内環境保証型サービスの可能性検討

施設A

プラント 施設B

施設C

（現状）省エネ性能はプラントのCOPのみで評価

（現状）供給側にとって需要側の
省エネは収益減に直結してしまう

DHC地区

地区全体で省エネルギーを推進するには？
問い

熱供給

室内環境保証型サービス

熱供給・ESP

ESCO事業

灯照明

電気
ガス

電気

空調
空気

熱源
機器

( ﾌﾟﾗﾝﾄ)
空調機

一定
環境

室内
環境 知的

生産性
・健康

居
住
者冷水

温水

■2025年大阪・関西万博のゼロ・エネルギー化に関する研究

■住宅の空調設備を利用したデマンドレスポンスの可能性評価

■シミュレーションを用いた
建築・設備の省エネデザイン

需
要
側

供
給
側

【室内環境保証型サービスモデル・収支試算】

供
給
側

256
438

103

327 272
508 894 222

3,671

8,562

支出収入

供給延床面積あたりの年額（円/㎡年）

サービス料

サービス料

（内）原価分

利益 ＋291円/㎡年
（内）利益分

電気料金

ガス料金
水道料金

維持管理費

初期投資

固定費

電気料金(建物側空調）

電気料金(建物側照明）

電気料金(建物側その他）

設備保全費

水道料金
支出の減

-265円/㎡年

需
要
側

【従来の熱供給モデル・収支試算】

288
493

108

327

2,796 301 535 894 222
4,079

支出収入

熱料金

電気料金

ガス料金
水道料金

維持管理費

初期投資

固定費（内）原価分

（内）利益分

熱料金

電気料金(建物側空調）

電気料金(建物側照明）
電気料金(建物側その他）

供給延床面積あたりの年額（円/㎡年）

設備保全費

水道料金

室内環境保証型サービスの概要

建築環境 都市環境

建築・都市の
サステナブルデザイン

建築設備 エネルギー

■ZEB実現の可能性評価

室内環境保証型サービスにより、供給側・需要側とも経済合理性を持ちつつ、
地区全体の省エネルギーを推進

一人当たりのCO2排出量を抑える都市構造のあり方を模索

熱の供給ではなく、居住者が最終的に求める「熱環境」「光環境」
を提供するサービス

地域冷暖房を取り巻く課題

COVID-19対策の自然換気が
大学講義室の空調負荷に与える影響

地域・建物用途の違いによるZEB
実現の可能性評価

10MW規模のメガソー
ラーが2025年までに発
電するエネルギー量によ
り、開催期間中の全エネ
ルギー消費量を賄えるか
試算
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一次エネルギー消費量(MJ/㎡年)

山梨県

東京都23区

多摩都市部

山梨県

多摩都市部

東京都23区東京都23区

多摩都市部

山梨県

平均的
小・中学校 平均的

事務所

平均的
病院

※各地域の平均的規模の建物において屋根面積の
75％にPVを設置した場合

従来のゼロ・
エネルギー化の考え方

本研究における
ゼロ・エネルギー化の考え方
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冬期DR時の快適性評価 夏期DR時の快適性評価

住宅の作り方（熱容量や断熱レベル）が、空調停止による下げDR実施時の快適性に
どのような影響を与えるかを評価


	スライド番号 1

